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日
頃
、
本
会
に
対
し
ま
し
て
は
皆
様
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
が
始
ま
っ
て
、
早
く
も
四
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

本
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
年
度
計
画
に
基
づ
い
て
各
事
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
福
祉
課
題
へ
の

対
応
を
目
的
と
し
た
事
業
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会

で
は
、
今
年
度
か
ら
大
鰐
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
」
を
大
鰐
町
か
ら
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
出
来
る
福
祉
の
実
現
」
を
念
頭
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
町
民
の
皆
様
と
本
会
が
一
体
と
な
り
、
各
関
係
機
関

と
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
七
月
か
ら
本
会
の
会
員
加
入
の
手
続
き

を
始
め
ま
し
た
。
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
お
よ
び

町
内
外
の
企
業
・
商
店
・
団
体
な
ど
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
一
層

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
　
長
　
外
　
崎
　
俊
　
一

理事 ・ 監 事名簿（五十音順）�
役　職 氏　　名 選　　出　　区　　分

会 長 外 　 崎 　 俊 　 一 学識経験者

副 会 長 山 　 口 　 テ 　 ツ 福祉団体（ボランティア連絡協議会）

〃 山 　 田 　 金 　 治 福祉団体（身体障害者福祉会）

常 務 理 事 山 　 中 　 一 　 誠 学識経験者

理 事 岩 　 﨑 　 さ 　 つ 福祉団体（老人クラブ連合会）

〃 小 田 桐 　 　 　 磨 社会福祉事業経営団体の役職員（社会福祉法人北光会）

〃 木 　 田 　 順 　 子 福祉団体（民生委員児童委員協議会）

〃 工 　 藤 　 幸 　 子 福祉団体（赤十字奉仕団）

〃 下 山 泰 弥 学識経験者

〃 髙 　 橋 　 藤 　 人 区長会

〃 種 　 市 　 俊 　 一 学識経験者

〃 冨 山 才 一 嘱託連合会

監 事 水 　 木 　 三 　 廣 学識経験者

〃 山 　 崎 　 高 　 男 学識経験者

〃 渡 　 邊 　 　 　 徹 学識経験者

〜
町
民
に
頼
ら
れ
る
社
協
を
目
指
し
て
〜

あ
い
さ
つ
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評　議　員　名　簿
氏　　名 選　　出　　区　　分 町内・地区名

油 　 川 　 順 　 逸 住民自治組織 大 鰐 1 0

石 　 塚 　 ミ ツ エ 福祉団体（母子寡婦福祉会） 蔵 館 ７

長 内 幸 子 その他の団体（連合婦人会） 大 鰐 １

長 　 利 　 清 　 文 住民自治組織 三 ツ 目 内

工 　 藤 　 恵 利 子 住民自治組織 駒 ノ 台

栗 林 昌 輝 住民自治組織 九 十 九 森

幸 　 山 　 忠 　 勝 住民自治組織 高 野 新 田

小 　 坂 　 秀 　 悦 住民自治組織 蔵 館 ５ Ｂ － １

佐 々 木 　 修 　 聖 福祉団体（子ども会育成連合会） 鯖 石

澁 谷 　 茂 住民自治組織 八 幡 館

下 　 山 　 憲 　 夫 住民自治組織 森 山

白 石 安 英 社会福祉事業経営団体の役職員（社会福祉法人阿闍羅会） 虹 貝

須 　 藤 　 　 　 勇 住民自治組織 大 鰐 ６ Ｂ

成 　 田 　 善 　 彦 福祉団体（遺族会） 大 鰐 ６ Ａ

二 川 原 　 　 　 一 住民自治組織 蔵 館 １ － １

畑 　 中 　 勝 　 子 住民自治組織 虹 貝 新 田

吹 田 秀 世 学識経験者 大 鰐 ６ Ｂ

藤 　 田 　 勝 　 清 住民自治組織 唐 牛

前 田 一 裕 住民自治組織 宿 川 原

前 　 田 　 了 　 二 その他の団体（大鰐地区校長会） 大 鰐 ６ Ｂ

松 岡 光 雄 住民自治組織 蔵 館 ４

水 　 木 　 孝 　 順 住民自治組織 苦 木

山 　 内 　 直 　 治 住民自治組織 早 瀬 野

渡 　 辺 　 睦 　 夫 民生委員児童委員 居 土
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平成29年度  事 業 報 告   ※主たる事業を掲載

ふれあいサロン

福祉懇談会「ほっとカフェ」

福祉安心電話

つつじまつり車いすボランティア

元気だよ！全員集合

小学生ボランティアスクール

☆福祉懇談会「ほっとカフェ」の開催
◎各地区の集会所や公民館などに出向いて、町民の皆様からご意見をいただ

く場として開催しました。今年度から「ほっとカフェ」と題し、より和や
かな雰囲気で懇談しました。ミニサロンも併催し、ニュースポーツの“ペ
タンク”や“桜もちづくり”などを楽しみました。

　　・開催回数　12回　　・延べ参加者数　194名

☆ふれあいサロンの開催
◎町民の楽しい集いの場、地域の情報を共有する場づくりを目的として開催

しました。児童館や老人クラブなどと連携し、世代を問わず、多くの地域
住民が気軽に集うことが出来る環境を提供しました。

　　・開催回数　8回 　　・延べ参加者・ボランティア数　144名
　　・開催内容　桜のしおりづくり・うたっこの会・写真立てづくり　など

☆緊急通報装置（福祉安心電話）設置事業
◎一人暮らし高齢者などを対象に、緊急時の安全や不安・孤立感・孤独感の

解消を図るため、福祉安心電話協力員（ボランティア）などによる見守り
活動を行いました。

　　・福祉安心電話設置台数　18台　　　　・福祉安心電話協力員数　49名

☆小学生ボランティアスクール
◎ボランティア推進校である町立大鰐小学校６学年児童を対象として実施し

ました。
　　・平成29年10月13日（金）
　　・テーマ　「お年寄りを体験してみよう！」
　　・内　容　高齢者疑似体験セットを装着し、視野が狭くなったり、指先

が動かしにくくなった状態で歩行や服の着替えなどの日常動
作を体験した。

☆生きがい活動「元気だよ！全員集合」の開催
◎高齢者へ趣味などによる生きがい活動や健康的活動による仲間づくりの機

会を提供するために開催しました。
　　・開催回数　４回　　・延べ参加者数　80名
　　・開催内容　ミニカラオケ大会、ニュースポーツ講習会、手踊り・着付
　　　　　　　　け講習会　など

☆ボランティア事業
◎大鰐温泉つつじまつり車椅子ボランティア
　　・利用件数　14件
　　・ボランティア参加者数　延べ26名
◎除雪ボランティア事業
　　・利用件数　12件
　　・ボランティア参加者数　延べ47名

☆第32回 大鰐町社会福祉大会
◎「みんなで築くあんしんおおわに」をスローガンに、住民一人ひとりが地

域を支える担い手となり、安心して暮らせる町づくりの実現を目指して実
施しました。

　　・平成29年11月22日（水）　大鰐町総合福祉センター　参加者　約200名
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資 金 収 支 計 算 書
（自）平成29年４月１日（至）平成30年３月31日　（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会費収入 2,614,000 人件費支出 49,734,365
寄附金収入 275,240 事業費支出 38,042,368
経常経費補助金収入 23,268,181 事務費支出 3,105,499
受託金収入 23,217,111 貸付事業支出 110,000
貸付金事業収入 472,000 共同募金配分金事業費 1,044,000
介護保険事業収入 22,465,566 助成金支出 1,391,000
受託事業事業収入 19,408,247 負担金支出 193,300
障害福祉サービス等
事業収入 1,922,698 その他の支出 376,835

運営費収入 202,860 施設整備等支出 0
共同募金配分金収入 1,044,000 その他の活動による支出 15,290,836
受取利息配当金収入 3,397
その他の収入 87,545
施設整備等収入 0
その他の活動による収入 13,243,453
収入合計① 108,224,298 支出合計② 109,288,203
当期資金収支差額③（①－②） △ 1,063,905
前期末支払資金残高④ 22,457,323
当期末支払資金残高（③＋④） 21,393,418

平成29年度　貸借対照表
平成30年３月 31日現在（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

流動資産 27,145,333 流動負債 5,751,915
現金預金 22,649,756 　事業未払金 4,943,686
事業未収金 3,827,473 　預り金 121,622
未収金 624,456 　職員預り金 678,107
立替金 0 　前受金 8,500
前払金 43,648

固定資産 62,238,603 固定負債 21,922,744
基本財産 1,000,000 　退職給付引当金 21,922,744
定期預金 1,000,000 負債の部合計 27,674,659

その他の固定資産 61,238,603 純資産の部
建物 1,985,690 基本金 1,000,000
建物付属 216,599 基金 0
構築物 156,100 福祉基金 0
車両運搬具 2,519,212 国庫補助金等特別積立金 1,769,375
器具及び備品 129,821 その他の積立金 32,825,549
ソフトウェア 364,234 　福祉基金積立金 32,825,549
長期貸付 1,000,464 次期繰越活動収支差額 26,114,353
退職共済預け金 22,040,934 　（うち当期活動増減差額） △ 2,973,896
福祉基金積立預金 32,825,549 純資産の部合計 61,709,277

資産の部合計 89,383,936 負債及び純資産の部合計 89,383,936

平成29年度　収 支 決 算 報 告

事 業 活 動 計 算 書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会費収益 2,614,000 人件費 49,734,365
寄附金収益 275,240 事業費 38,042,368
経常経費
補助金収益 23,268,181 事務費 3,105,499

受託金収益 23,217,111 共同募金配分金
事業費 1,044,000

介護保険事業収益 22,465,566 助成金費用 1,391,000
受託事業収益 19,408,247 負担金費用 193,300
障害福祉サービス等
事業収益 1,922,698 基金組入額 3,282

運営費収益 202,860 減価償却費 1,234,353

共同募金配分金収益 1,044,000 国庫補助金等
特別積立金取崩額 △ 417,500

受取利息配当金収益 3,397 徴収不能額 376,835

その他の収益 87,545 その他のサービス
活動外費用 2,775,236

固定資産売却損
・処分損 3

収入合計① 94,508,845 支出合計② 97,482,741
当期活動増減差額 △ 2,973,896 ①－②＝③

前期繰越活動増減差額 29,088,249 ④
当期末繰越活動増減差額 26,114,353 ④＋③

次期繰越活動増減差額 26,114,353

実 施 事 業 一 覧

［社会福祉事業］
法人運営事業
企画広報事業
老人福祉事業
ボランティア普及事業
福祉団体助成事業
生活福祉資金貸付事業
心配ごと相談所事業
共同募金配分金事業
ほのぼの交流事業
福祉安心電話事業
たすけあい資金貸付事業
福祉基金運営事業
福祉バス事業
戦没者追悼式事業
長寿福祉祭事業
地域支援事業

［介護福祉事業］
生活支援体制整備事業
訪問介護介護保険事業
居宅介護支援事業
［障害福祉事業］
障害者福祉サービス事業
障害者移動支援事業
［児童福祉事業］
放課後児童事業
児童館事業

老人福祉センター事業

シルバー人材センター事業



大 鰐 町 社 協 広 報

─ 5 ─

平成30年8月

1 

法
人
経
営
の
組
織
基
盤
の
強
化

①
会
員
の
加
入
促
進

②
理
事
会
・
評
議
員
会
・
三
役
会
の
開
催

③
法
人
経
営
事
業
運
営
部
会
・
調
査
広
報

部
会
な
ど
の
開
催

④
事
務
局
体
制
の
充
実
と
職
員
の
資
質
向
上

⑤
監
査
の
実
施　
（
中
間
監
査
３
回
・
決

算
監
査
１
回
）
職
員
に
よ
る
内
部
監
査

な
ど

⑥
第
2
次
大
鰐
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
に
向
け
て
の
調
査
実
施

⑦
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
体
制
の
強
化

⑧
理
事
・
監
事
・
評
議
員
研
修
会
の
開
催

⑨
職
員
研
修
の
実
施
（
内
部
・
外
部
研
修

会
な
ど
）

⑩
自
己
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
・
運
用

2 

住
民
参
加
と
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
の
推
進

①
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推
進
事
業

②
緊
急
通
報
装
置
事
業（
福
祉
安
心
電
話
）

③
福
祉
懇
談
会
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
催

④
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

3	

福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
の
指
定

②
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

③
つ
つ
じ
ま
つ
り
車
い
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

⑤
愛
の
寄
せ
書
き
事
業

⑥
児
童
館
事
業
・
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
な
ど

と
の
連
携
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

4	

低
所
得
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

	

自
立
支
援

①
た
す
け
あ
い
資
金
の
貸
付

②
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

③
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
活
用

5	

総
合
相
談
・
援
助
体
制
の
確
立

①
大
鰐
町
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　

月
2
回
（
一
般
相
談
・
特
別
相
談
）

②
広
域
心
配
ご
と
相
談
所（
法
律
相
談
所
）

の
開
設

6	

介
護
保
険
・
介
護
予
防
・
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
経
営

①
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

②
指
定
訪
問
介
護
事
業

③
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

④
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

7 
生
活
支
援
体
制
の
確
立

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
第
三
者
委
員

の
設
置

③
介
護
用
品
支
給
事
業

④
福
祉
機
器
の
貸
出
事
業

⑤
福
祉
有
償
運
送
事
業

8	

福
祉
啓
発
活
動
の
推
進

①
第
33
回
ふ
れ
あ
い
広
場

②
第
33
回
大
鰐
町
社
会
福
祉
大
会

9 

福
祉
情
報
の
提
供

①
広
報
紙
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」

（
年
4
回
発
行
）

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
行
事
の
Ｐ
Ｒ

10 

福
祉
バ
ス
運
営
事
業

①
福
祉
バ
ス
の
運
行
管
理

②
高
齢
者
入
浴
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

11 

指
定
管
理
者
制
度
・

	

受
託
事
業
の
効
果
的
運
営

①
大
鰐
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

②
大
鰐
町
中
央
児
童
館
の
管
理
運
営

③
第
14
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
の
開
催

④
大
鰐
町
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催

⑤
「
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
ん
な
の
作
品
展
」

の
開
催

⑥
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
「
元
気
だ
よ
！

全
員
集
合
」
の
開
催

12	

福
祉
関
係
団
体
に
関
す
る
援
助
・
指
導

13 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

14 

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

15 

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

急
速
に
少
子
高
齢
社
会
が
進
み
、
家
庭
環
境
・
社
会
の
変
容
な
ど
で

様
々
な
生
活
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
生
活
困
窮
世
帯
な
ど

へ
の
支
援
は
重
要
視
さ
れ
、
法
制
度
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
『
地
域
の
支
え
合

い
』
の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、
地
域
住
民
や
各
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携・

協
働
に
よ
り
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
の
団
体
で
す
。
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
を
実
施
し
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
築
く　
あ
ん
し
ん
お

お
わ
に
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く
あ

し
ん

ん
お
お
わ
に

「
住
民
参
加
に
よ
る『
地
域
の
支
え
合
い
』づ
く
り
を
目
指
し
て
」

基本方針 基本理念

平
成
30
年
度 

事
業
計
画

【
事
業
推
進
計
画
】
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【収入の部】	 （単位：千円）
科　　　目 予算額

会費収入 2,629
寄附金収入 450
経常経費補助金収入 24,655
受託金収入 29,903
貸付金事業収入 2,000
介護保険事業収入 26,126
受託事業収入 18,150
障害福祉サービス収入 840
運営費収入 200
共同募金配分金収入 980
受取利息配当金収入 21
その他の収入 71
施設整備等収入 1,060
その他活動収入 193
前年度繰越額 1,528

収　入　合　計　① 108,806

【支出の部】� （単位：千円）
科　　　目 予算額

人件費出 55,860
事業費支出 40,067
事務費支出 3,902
貸付事業支出 2,052
共同募金配分金事業費 980
助成金支出 1,391
負担金支出 245
施設整備等支出 1,220
その他活動支出 3,039
予備費支出 50

支　出　合　計　② 108,806

人件費出人件費出事業費支出事業費支出

事務費支出事務費支出
貸付事業支出貸付事業支出

共同募金配分金
事業費

共同募金配分金
事業費

助成金支出助成金支出
負担金支出負担金支出

施設整備等支出施設整備等支出
その他活動支出その他活動支出
予備費支出予備費支出

108,806,000円
収入

108,806,000円
支出

貸付金事業収入

経常経費
補助金収入

寄附金収入
会費収入

施設整備等収入 その他活動収入
前年度繰越額その他の収入

運営費収入
共同募金配分金収入
受取利息配当金収入

受託金収入
介護保険
事業収入

受託事業収入

障害福祉サービス収入

平成30年度　収 支 予 算 額
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ふれあい広場
のご案内のご案内

第33回

　地域住民みんなが集い、交流して「ふれあい」、誰もが理解と協力し合うことが出来る明るく
住みよい福祉の町づくりを目的として開催します。

★日　時：平成 30 年 8 月 21 日（火）
　　　　　10：00 〜 12：30
★場　所：大鰐町総合福祉センター
　　　　　3 階　集会室
★内　容：オープニングステージ
　　　　　　　「大鰐ラブリーコーラス」
　　　　　レクリエーション
　　　　　　　「スポネット弘前」
　　　　　お楽しみふれあいコーナー
　　　　　　　◦各施設物品販売　◦スカットボール体験　◦簡単工作　◦くじ引き　など

※昼食の準備の都合がありますので、参加したい方は８月10日（金）までに大鰐町社会福祉協議
会（☎ 47-5151）までお申し込みください。

　

５
月
16
日
㈬
、
大
鰐
７
町
内
Ａ
地
区
で
県
道
沿
い
の
環
境
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
は
、
普
段
か
ら
同
会
が
行
っ
て
い
る

駅
前
安
心
わ
に
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
と
し
た
児
童
の
見
守
り

活
動
の
一
環
で
し
た
。

　

当
日
は
会
員
６
名
で
花
壇
や
周
辺
の
雑
草
な
ど
を
取
り
払
い
、
大

鰐
町
緑
化
推
進
委
員
会
か
ら
「
緑
の
募
金
」
配
分
金
の
助
成
を
受
け

て
購
入
し
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
参

加
し
た
会
員
の
方
々

は
「
地
域
の
み
ん
な

が
使
う
歩
道
な
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
」

「
通
学
路
で
も
あ
る

の
で
、き
れ
い
に
な
っ

て
良
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
鰐
町
老
人
ク
ラ
ブ
下
相
生
会
は
会
員
19
名
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
児
童
の
見
守
り
活
動
の
ほ
か
、
大
鰐
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
事
業
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
ら
ほ
の
活
動

～
大
鰐
町
老
人
ク
ラ
ブ
下
相
生
会
～
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行　事　・　会　議　予　定

お
知
ら
せ

平
成
30
年
9
月
4
日
㈫
に

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
第
14
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
席
上
で
金
婚
式
を
迎
え

る
ご
夫
婦
を
顕
彰
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
昭
和
43
年
に
婚
姻

届
を
提
出
し
た
ご
夫
婦
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
平
成

30
年
8
月
3
日
㈮
ま
で
に
婚
姻

日
が
分
か
る「
戸
籍
謄
本
」を
左

記
へ
ご
持
参
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▪
お
申
し
込
み

　
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人

　
　

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
４
７

−

５
１
５
１

善意の寄付
○福祉のために活用していただきたいと、
ご寄付がありました。有効に活用させて
いただきます。

　⃝有限会社幸山
　　代表取締役　幸山　信男 様
　⃝新田新市郎 様
　⃝童謡を歌う会 様
　⃝故 原子貞様のご家族 様
　⃝匿名希望（３件）

プルタブ寄贈
○福祉用具の購入費に充てさせて
いただきます。

　⃝木田　スメ 様（三ツ目内地区）

　⃝地域の皆様

９月
1 日 お出かけ児童館
4 日 第14回大鰐町長寿福祉祭
6 日 心配ごと相談所［一般相談］

7 日 大鰐町老人クラブ連合会
芸能発表会（鰐come）

8 日 児童館　ふれあいクッキング

15日 大鰐町老人クラブ連合会
ペタンク大会（鰐中グラウンド）

29日 出張ふれあい児童館（八幡館地区）
10月
11日 児童館　科学遊びを楽しもう
13日 児童館　スポーツ交流会と焼肉会

20日 ふれあいサロン
「さっぱどスカッとボール大会」

８月

9 日 心配ごと相談所［一般相談］
児童館　映画上映＆駄菓子屋さんごっこ

10日 児童館　いも掘り＆すいか割り
20日 大鰐町戦没者追悼式
21日 第33回ふれあい広場
23日 児童館　館外活動

※上記の予定は都合により変更となる場合があります。
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この広報紙は、皆様からの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根募金）」の一部により発行しています。

　

西
日
本
の
豪
雨
被
害
の
報
道
に

は
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の

点
、
わ
が
津
軽
地
方
は
有
り
難
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
152
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
に
は
、

平
成
29
・
30
年
度
の
報
告
事
項
や
事

業
計
画
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
は
、
み
な
さ
ま
に
会
員

加
入
（
会
費
納
入
）
の
お
願
い
を
し

て
お
り
ま
す
。
会
費
は
社
協
の
予
算

と
し
て
、
町
の
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

（
調
査
広
報
部
会
）

会員加入（会費納入）のお願い
本会の事業推進につきましては、日頃から町民のみなさまにご協力をいただき厚く
お礼申し上げます。
社会福祉協議会は民間の自主的団体である性格から、地域福祉事業を住民の参加と
協力によって実施するために、会員制度を採用しています。町民のみなさまに会員と
なっていただき、一体になって福祉の町づくりを実践していくことが目的です。
どうか本会の趣旨をご理解のうえ、ご加入くださいますようお願い申し上げます。

７月から各町内・地区の会長・区長・班長のみなさまを通じて各世帯にお伺いいたし
ておりますので、会員加入（会費納入）にご協力をよろしくお願い申し上げます。

※会員加入は年間を通して事務局でも受け付けをしています。

一般会員 （個人・一世帯）1,000円
特別会員 （特に賛同協力する方）2,000円以上
賛助会員 （企業・施設・商店・団体等）3,000円以上

会
費
の
区
分

みんなで支え合う町づくりのために
� 社協会員加入で福祉への参加を

投
稿
歓
迎

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の

ご
要
望
や
福
祉
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
お
よ
び
各
団
体
な
ど
で
掲
載
し
て

ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
あ
て
先

大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
川
原
田
３
７
の
６

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎　
４
７
－
５
１
５
１

編

集

後

記


